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５
日　
総
務
委
員
会

11
日　
建
設
環
境
委
員
会

17
日　
福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
代
表
者
会
議

28
日　
総
務
委
員
会

２
日　
建
設
環
境
委
員
会

９
日　
総
務
委
員
会

16
日　
福
祉
文
教
委
員
会

17
日　
代
表
者
会
議

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
第
4
回
定
例
会

　
　
　
本
会
議

　
　
　
行
政
報
告
、議
案
説
明

30
日　
本
会
議

　
　
　

 

議
案（
補
正
予
算
・

即
決
）質
疑
、付
託
、

議
案（
補
正
予
算
）質

疑
、
特
別
委
員
会
設

置
、
付
託
、
所
管
事

務
調
査
報
告

　
　
　
補
正
予
算

 

特
別
委
員
会

　
　１

日　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

２
日　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

５
日　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

６
日　
本
会
議

　
　
　
一
般
質
問

７
日　
補
正
予
算

 

特
別
委
員
会

８
日　
総
務
委
員
会

９
日　
福
祉
文
教
委
員
会

12
日　
建
設
環
境
委
員
会

16
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
本
会
議

　
　
　

 

議
案
委
員
会
報
告
、

討
論
、
採
決

令和4年
第4回定例会

もくじ
P2　委員会で詳しく審査
P3　一部事務組合の紹介
P4　一般質問（1８人）
P7　議長公務日誌
P8　 議案審議結果、

お知らせ

二十歳の
 皆さまへ 稲城市議会

討
論
、
採
決

稲城市二十歳の式典実行委員
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委員会で詳しく審査しました
〜令和4年第4回定例会中に審査した内容は下記のとおりです〜

総
務
委
員
会

　
議
案
5
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
は
、
質
疑
が
7
件
あ
り
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
制
定
の
背
景
や
現
行
条

例
と
の
違
い
は
。

令
和
3
年
改
正
の
個
人
情
報

保
護
法
が
令
和
5
年
4
月
か
ら
適

用
さ
れ
る
た
め
、
現
行
条
例
の
個

人
情
報
保
護
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
を
低
下
さ
せ
ず
に
新
規
条

例
を
制
定
す
る
。
新
規
条
例
は
個

人
情
報
保
護
法
施
行
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

手
続
き
な
ど
の
規
定
は
お
お
む
ね

現
行
条
例
と
同
様
で
市
民
の
権
利

や
市
の
責
務
は
後
退
し
な
い
。

　
反
対
討
論
が
1
件
あ
り
、
市
民

の
情
報
は
市
民
の
た
め
に
市
が
保

有
す
る
も
の
と
考
え
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
職
員
の
定
年
の
引
上
げ
等
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
は
、
質
疑
が
2
件
あ
り
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定
年
引
き
上
げ
に
伴
う
新
規

職
員
採
用
に
つ
い
て
は
。

職
員
の
年
齢
構
成
や
退
職
者

な
ど
の
中
期
的
な
観
点
か
ら
採
用

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
質
疑
が
1
件
あ
り
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

給
与
改
定
に
伴
う
初
任
給
層

と
課
長
職
な
ど
の
影
響
額
は
。

大
卒
・
短
大
卒
・
高
卒
は
月

額
4 

2 

0 

0
円
、
5 

4 

0 

0
円
、

6 

6 

0 

0
円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な

る
。
課
長
職
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
月

額
500
円
か
ら
100
円
の
増
と
な
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
議
会
議
員
及
び
稲
城
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
質
疑
が
1
件

あ
り
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

改
正
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
。

物
価
の
変
動
お
よ
び
消
費
税

率
の
変
更
を
鑑か

ん
が

み
、
公
職
選
挙
法

施
行
令
一
部
改
正
に
よ
り
国
政
選

挙
の
選
挙
公
営
に
関
す
る
限
度
額

の
引
き
上
げ
に
準
じ
改
正
す
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
組
織
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
質
疑
が
1
件
あ

り
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

改
正
の
内
容
と
そ
の
理
由
は
。

内
容
は
、
健
康
課
の
お
や
こ

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
課
と
し
て

独
立
さ
せ
、
子
ど
も
福
祉
部
に
移

管
す
る
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
課
利
用
者
支
援
係
向
陽
台
分

室
を
お
や
こ
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

課
に
移
管
す
る
が
、
業
務
の
実
施

場
所
な
ど
に
変
更
は
な
い
。
理
由

は
、
お
や
こ
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
業
務
量
増
と
長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
健
康
課
業
務
の
ひ
っ

迫
な
ど
で
あ
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

　
議
案
5
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
稲
城
市
お
や
こ
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
は
、質
疑
が
1
件
あ
り
、

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

向
陽
台
分
室
の
名
称
が
、「
あ
そ

び
の
広
場 

向
陽
台
」へ
と
変
更
す

る
こ
と
に
伴
い
、
周
知
方
法
、
及

び
事
業
内
容
の
変
更
の
有
無
は
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
母
子
手

帳
ア
プ
リ「
梨
の
子
い
な
ぎ
」な
ど

を
活
用
し
、広
く
周
知
に
努
め
る
。

事
業
内
容
の
変
更
は
無
い
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
稲
城
市
立
児
童
館
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
稲
城
市

学
童
ク
ラ
ブ
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、稲
城
市
子
ど
も・

子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
稲
城
市
病
院
事
業
企

業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、質
疑・討
論
は
な
く
、

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

　
議
案
7
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
議
案
7
件
の
う
ち
、
稲
城
市
道

の
認
定
・
廃
止
・
変
更
に
関
す
る

6
件
に
つ
い
て
は
実
際
に
現
場
に

お
も
む
き
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
稲
城
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て（
稲
城
小
田
良
土
地
区
画
整
理

事
業
関
係
・
32
路
線
）、
稲
城
市

道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
稲
城

小
田
良
土
地
区
画
整
理
事
業
関

係
・
２
路
線
）、
稲
城
市
道
路
線

の
認
定
に
つ
い
て（
坂
浜
に
お
け

る
民
間
宅
地
開
発
関
係
・
１
路

線
）、
稲
城
市
道
路
線
の
変
更
に

つ
い
て（
稲
城
南
山
東
部
土
地
区

画
整
理
事
業
関
係
・
１
路
線
）、

稲
城
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
稲
城
南
山
東
部
土
地
区
画
整
理

事
業
関
係
・
１
路
線
）、
稲
城
市

道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
、
稲
城

市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、、
質
疑・討
論
は
な
く
、

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
左
の
写
真
は
、
変
更
す
る
稲
城

市
道
1
路
線（
1 

5 

2 

7
線
）の
現

場
で
管
理
課
長
か
ら
の
説
明
を
受

け
て
い
る
様
子
で
す
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　
議
案
4
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
東
京
都
稲
城
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
6
号
）は
、

19
件
の
質
疑
が
あ
り
、
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

内
容
、
交
付
金
の
充
当
先
、
そ
の

選
定
理
由
に
つ
い
て
は
。

国
が
創
設
し
た
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
電
力
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交

付
金
を
、
民
生
費
や
物
価
高
騰
に

伴
う
子
育
て
世
帯
緊
急
支
援
事
業

な
ど
に
充
当
す
る
。選
定
理
由
は
、

所
得
制
限
を
設
け
ず
、
全
て
の
子

育
て
世
帯
に
対
し
直
接
的
な
家
計

支
援
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

対
応
す
る
た
め
で
あ
る
。

歳
入
の
心
身
障
害
者
福
祉
費

指
定
寄
附
金
の
経
緯
と
、
歳
出
の

知
的
障
害
者
対
象
事
業
所
運
営
補

助
金
の
内
訳
は
。

市
の
知
的
障
害
者
団
体
活
動

に
対
す
る
寄
附
で
、
市
民
の
遺
言

に
基
づ
き
、
市
と
し
て
遺
志
に
沿

う
も
の
で
あ
る
。
内
訳
は
主
に
知

的
障
害
者
を
対
象
と
し
た
創
作
活

動
や
生
産
活
動
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
5
法
人
に
対
し
、
法
人
規
模

や
利
用
者
数
を
考
慮
し
た
上
で
配

分
す
る
。

物
価
高
騰
に
伴
う
子
育
て
世

帯
緊
急
支
援
事
業
委
託
で
、
児
童

1
人
に
つ
き
8 

0 

0 

0
円
を
設
定

し
た
理
由
、
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト
カ

ー
ド
と
し
た
理
由
は
。

総
務
省
に
よ
る
最
新
の
家
計

調
査
の
結
果
、
1
人
当
た
り
の
消

費
支
出
を
月
額
約
6 

7 

9 

3
円
と

推
計
し
た
こ
と
、
お
よ
び
財
源
と

な
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
上

限
額
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
金
額

を
設
定
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
は
迅
速
な
配
布
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

南
山
小
学
校
の
校
舎
増
築
の

経
緯
と
、
債
務
負
担
行
為
補
正
額

の
上
限
額
約
3
億
円
に
対
し
、
今

回
の
補
正
額
6 

4 

0 

0
万
円
を
計

上
し
た
理
由
は
。

南
山
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
進
捗
に
伴
う
児
童
数
増
に
よ

る
教
室
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め

の
増
築
で
、
補
正
額
は
建
築
工
事

の
前
払
い
相
当
額
と
し
た
。

物
価
高
騰
等
緊
急
対
策
臨
時

給
付
金
830
万
円
に
つ
い
て
、
事
業

内
容
、
積
算
内
訳
お
よ
び
そ
の
根

拠
、
ま
た
対
象
と
な
る
医
療
機
関

お
よ
び
給
付
方
法
は
。

市
内
で
健
診
事
業
な
ど
の
地

域
医
療
を
支
え
て
い
る
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、歯
科
医
会
を
対
象
に
、

電
力
、
ガ
ス
な
ど
の
高
騰
相
当
額

の
一
部
費
用
に
充
て
る
た
め
の
給

付
金
で
あ
る
。
内
訳
は
、
医
師
会

42
件
、
薬
剤
師
会
19
件
、
歯
科
医

会
22
件
、
合
計
83
件
に
対
し
、
1

件
10
万
円
を
支
出
す
る
も
の
で
、

給
付
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

局
を
通
じ
て
、
市
内
の
各
医
療
機

関
お
よ
び
薬
局
へ
給
付
す
る
。

戸
籍
事
務
内
連
携
機
能
整
備

委
託
の
内
容
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
や

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
は
。

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
の
改
修
で
、

他
の
市
区
町
村
と
の
届
出
な
ど
情

報
の
連
携
業
務
や
広
域
交
付
等
業

務
の
機
能
を
追
加
す
る
。
メ
リ
ッ

ト
は
、
届
出
者
の
戸
籍
届
出
に
戸

籍
証
明
書
添
付
が
不
要
、
本
籍
地

以
外
の
役
所
窓
口
で
の
戸
籍
証
明

書
の
取
得
可
能
な
ど
利
便
性
の
向

上
、
職
員
の
事
務
効
率
化
な
ど
で

あ
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
、

厳
格
な
利
用
者
管
理
の
も
と
生
体

認
証
を
含
む
2
要
素
認
証
が
必
須

条
件
の
た
め
、
現
行
の
認
証
に
加

え
、
新
た
に
静
脈
認
証
を
想
定
し

て
い
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
東
京
都
稲
城
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）は
、
質
疑
が
1
件

あ
り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。繰

入
金
1
億
86
万
1 

0 

0 

0

円
の
概
要
と
、
金
額
が
大
き
い
理

由
は
。概

要
に
つ
い
て
は
、
歳
出
償

還
金
と
し
て
の
財
源
で
あ
る
こ

と
、
理
由
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
費
等
交

付
金
の
令
和
3
年
度
返
還
額
が
確

定
し
、
そ
の
額
が
9 

0 

0 

0
万
円

と
大
き
い
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
。

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
度
東
京
都
稲
城
市
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
1
号
）、
令
和
4
年
度
東

京
都
稲
城
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
1
号
）は
、
質
疑
・
討

論
は
な
く
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 ▲補正予算特別委員会の様子

▲道路線の認定調査（建設環境委員会）
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一部事務組合を紹介します！
「一部事務組合ってなに？」
複数の地方公共団体が行政サービスの事務の一部を共同で行うことを目的として設置する行政機関で、それぞれの組合には議会が設置され
ています。稲城市では5つの一部事務組合議会に計12名の議員が選出されています。
今回はそれぞれの一部事務組合が担っている業務と一部事務組合議会に選出されている議員を紹介します。

　稲城市、狛江市、府中市、国立市の4市で構成され、4市から出たごみを
収集し、クリーンセンター多摩川（稲城市）で処理する「ごみ処理業務」と、
狛江市と稲城市で行われている「し尿処理業務」を担っています。

　八王子市、町田市、多摩市、稲城市、日野市の5市で構成され、火葬場施
設である南多摩斎場（町田市）の管理、運営に関する業務を担っています。

　多摩市、稲城市、あきる野市の3市で構成され、ボートレース江戸川（江
戸川区）において競艇事業を運営し、その収益を3市で分配しています。分
配された収益金はまちづくりや福祉など市のために使われています。
　また、ボートレース江戸川は、全国で唯一、レースコースに河川が使用
されています。

　多摩地域25市と瑞穂町で構成され、一般廃棄物の最終処分場である谷戸
沢処分場・二ツ塚処分場（日の出町）の管理、運営に関する業務を担ってい
ます。ここでは、可燃ごみの焼却時に出る灰をエコセメントとしてリサイ
クルし、不燃ごみを安全に埋め立て、その後の土地の自然再生を進めてい
ます。

　稲城市、府中市の2市で構成され、公営 稲城・府中メモリアルパーク（稲
城市）において、通夜・告別式・法要を執り行うための施設や墓地の設置、
管理、運営に関する事務を行っています。

多摩川衛生組合

南多摩斎場組合

東京都三市収益事業組合

東京たま広域資源循環組合

稲城・府中墓苑組合

選出議員：つのじ議員（代表）、北浜議員（監査）、いそむら議員、山岸議員

選出議員：坂田議員（代表・監査）、佐藤議員

選出議員：岩佐議員（代表）、中山議員

選出議員：武田議員

選出議員：角田議員（代表）、鈴木議員（副議長）、田島議員

山岸議員

岩佐議員

坂田議員

鈴木議員 角田議員

町田バイオエネルギーセンターでの視察にて

田島議員

佐藤議員

中山議員

北浜議員
いそむら議員つのじ議員
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本定例会の12月1日から4日間にわたり、
18人の議員が市政について60項目の一般質問を行いました。

その要旨は次のとおりです。紙面の都合上、1人1項目のみ掲載しています。
なお、その他の質問項目については、

市議会ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
6
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

複
合
的
な
問
題
を
持
つ
様
々
な

家
庭
へ
の
支
援
が
必
要
と
な
る
中

で
、
母
子
保
健
だ
け
で
は
な
く
複
合

的
な
相
談
に
乗
れ
る
体
制
づ
く
り
に

つ
い
て
、
お
や
こ
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
は
。

保
健
師
な
ど
専
門
職
が
、
母
子

保
健
、
精
神
保
健
、
生
活
困
窮
、
児

童
虐
待
な
ど
の
問
題
に
幅
広
く
支
援

で
き
る
よ
う
、
各
種
研
修
の
参
加
、

関
係
機
関
と
の
ケ
ー
ス
検
討
会
の
定

期
開
催
な
ど
、
知
識
や
対
応
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
、
研
さ
ん
に

努
め
、職
員
間
で
の
相
談
を
推
奨
し
、

複
数
職
員
で
の
対
応
や
役
割
分
担
な

ど
、チ
ー
ム
で
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
中
に
感
じ
る
小
さ
な
悩

み
に
つ
い
て
、
お
や
こ
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
体
制
は
。

お
や
こ
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

各
事
業
や
母
子
健
康
相
談
、
電
話
相

談
な
ど
で
、
保
護
者
の
視
点
に
寄
り

添
い
な
が
ら
丁
寧
に
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
向
陽
台
で
も
、
同
様
に
対
応
し

て
い
る
。

福
祉
分
野
で
必
要
な
有
資
格
者

を
含
め
た
人
材
の
確
保
と
育
成
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
。

自
治
体
職
員
と
し
て
、
事
務
な

ど
の
業
務
を
担
う
正
規
職
員
と
、
資

格
を
生
か
し
た
専
門
的
業
務
を
担
う

会
計
年
度
任
用
職
員
を
実
情
に
応
じ

て
採
用
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
育
成

の
取
り
組
み
は
、
研
修
や
日
常
の
業

務
を
通
じ
た
職
場
内
連
携
な
ど
に
よ

り
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
自
治
体
保

健
師
の
人
材
育
成
計
画
作
成
に
着
手

し
て
い
る
。

伴
走
型
相
談
支
援
に
伴
う
体
制
づ
く
り

と
職
員
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

市瀬
議員

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
整
備
す
る
こ
と

で
見
込
ま
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
患
者
満
足
度
や
病

床
利
用
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
課
題
は
、
各
種
医
療
機
器

へ
の
安
全
確
保
や
、
ス
ム
ー
ズ
に
つ

な
が
る
ネ
ッ
ト
環
境
、
入
院
患
者
間

で
の
利
用
マ
ナ
ー
の
徹
底
が
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
ら
れ
る
が
こ
れ
ら
は
使

用
開
始
前
に
は
整
備
す
る
。

病
室
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
入
院
す

る
患
者
に
訴
求
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
病
院
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
利
用
す
る
際
に
必
要
な
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
料
金
よ
り
、
民
間

の
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
料
金
の
方
が
安
価
で
あ

る
。
民
間
の
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
個
人
で
モ
バ
イ
ル

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
病
院
内
に
持
ち
込
ん

だ
り
す
る
と
電
波
干
渉
を
起
こ
し
や

す
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
入
院
患
者
に
モ
バ
イ
ル
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
の
持
込
み
な
ど
を
し
な
い

よ
う
に
制
限
す
る
に
は
、
病
院
の
Ｗ

ｉ-

Ｆ
ｉ
を
無
償
利
用
も
し
く
は
大

幅
な
減
額
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
。
ま
た
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
機
器

の
入
替
え
な
ど
の
費
用
は
病
院
が
引

き
続
き
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

病
院
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
か
、
持
込

み
の
モ
バ
イ
ル
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
使
う

の
か
は
患
者
の
選
択
と
な
る
。
プ
リ

ペ
イ
ド
カ
ー
ド
式
料
金
に
関
し
て

は
、
必
要
が
あ
れ
ば
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

提
供
事
業
者
と
相
談
す
る
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
に
つ
い
て
は
、
病
院
で

負
担
す
る
。

稲
城
市
立
病
院
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
整
備
に
つ
い
て

武田
議員

若
葉
台
駅
構
内
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
設
置
を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
は
。

若
葉
台
駅
構
内
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
設
置
は
、
こ
れ
ま
で
も
京
王
電

鉄
に
様
々
な
機
会
を
捉
え
要
請
し
て

き
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
利

用
者
の
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
が

図
ら
れ
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

若
葉
台
駅
・
稲
城
駅
・
よ
み
う

り
ラ
ン
ド
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置

を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

認
識
は
。

若
葉
台
駅
・
稲
城
駅
・
京
王
よ

み
う
り
ラ
ン
ド
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
京

王
電
鉄
に
様
々
な
機
会
を
捉
え
要
請

し
て
き
て
お
り
、今
後
も
引
き
続
き
、

利
用
者
の
安
全
確
保
対
策
の
拡
充
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
要
請
し
て
い
く
。

京
王
線
、
JR
南
武
線
、
市
内
路

線
バ
ス
、
ｉ
バ
ス
な
ど
、
痴
漢
加
害

を
抑
止
す
る
公
共
交
通
機
関
の
対
策

強
化
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
と
し

て
、
痴
漢
、
盗
撮
ゼ
ロ
の
東
京
を
目

指
し
、
調
査
も
行
っ
て
、
国
会
や
都

議
会
で
も
繰
り
返
し
対
策
を
求
め
て

い
る
。
痴
漢
加
害
を
抑
止
す
る
公
共

交
通
機
関
の
対
策
強
化
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
は
。

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
に
お
け
る
痴

漢
加
害
の
抑
止
に
つ
い
て
、
各
公
共

交
通
機
関
や
警
察
に
お
い
て
既
に

様
々
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

市
か
ら
改
め
て
公
共
交
通
事
業
者
に

対
し
対
策
強
化
を
求
め
て
い
く
予
定

は
な
い
。
ｉ
バ
ス
に
つ
い
て
も
、
路

線
バ
ス
同
様
、
運
行
事
業
者
に
お
い

て
防
犯
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

若
葉
台
駅
構
内
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
、

ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
等
に
つ
い
て

岡田
議員

具
体
的
に
学
校
で
は
、
子
供
た

ち
が
マ
ス
ク
を
外
せ
る
場
面
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
マ
ス
ク
着
用
の
指
導

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
の
か
。

い
く
つ
か
の
学
校
に
聞
き
取
り

を
行
い
、
適
切
な
マ
ス
ク
の
着
脱
は

指
導
し
て
い
る
が
、
マ
ス
ク
着
用
が

習
慣
と
な
り
、
マ
ス
ク
を
外
せ
る
場

面
に
お
い
て
も
マ
ス
ク
を
外
し
た
が

ら
な
い
児
童
・
生
徒
が
多
く
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
、
適

切
な
マ
ス
ク
着
脱
に
関
す
る
指
導
に

つ
い
て
、
校
長
会
な
ど
を
通
じ
て
周

知
し
て
い
く
。

学
校
で
の
マ
ス
ク
着
用
の
考
え

方
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
に
も
理
解

さ
れ
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と
し
て

分
か
り
や
す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
そ
の
認
識
は
。

マ
ス
ク
着
用
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
既
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
さ
ら
に
分
か
り
や

す
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

市
立
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生

管
理
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
、
国
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

合
わ
せ
て
見
直
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
そ
の
認
識
は
。

給
食
時
間
の
感
染
症
対
策
と
し

て
黙
食
を
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
国

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
合
わ
せ
て
見
直
す

こ
と
は
、
児
童
・
生
徒
の
感
染
状
況

や
、
学
校
現
場
の
意
見
を
聞
き
、
今

後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

マ
ス
ク
着
用
と
黙
食
の
緩
和
に
つ
い
て

いそむら
議員

田島
議員

経
済
的
な
貧
し
さ
や
格
差
の
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
全
体
に
関

わ
る
不
平
等
と
し
て
捉
え
る
立
場
か

ら
質
問
す
る
。
保
健
室
に
生
理
用
品

を
取
り
に
来
る
こ
と
に
よ
り
、
貧
困

や
ネ
グ
レ
ク
ト
が
把
握
で
き
た
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
、そ
の
件
数
や
概
要
は
。

保
健
室
に
生
理
用
品
を
取
り
に

来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貧
困
や
ネ
グ

レ
ク
ト
の
状
況
が
把
握
で
き
た
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
２
年
前
に
、
ネ
グ

レ
ク
ト
に
よ
り
親
か
ら
生
理
用
品
を

与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
児
童
が
い

た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
１
件
あ
っ
た
と

報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

保
健
室
で
養
護
の
先
生
が
子
供

た
ち
の
状
況
を
つ
か
む
と
い
う
役
割

に
つ
い
て
、
否
定
す
る
つ
も
り
は
な

い
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
難
し
い
実
態

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
生
理
用
品

の
学
校
ト
イ
レ
へ
の
常
備
に
当
た
っ

て
、
必
要
な
経
費
総
額
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
は
。

学
校
に
お
け
る
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
常
備
を
、
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
必
要
な
経

費
総
額
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
っ
て

い
な
い
。

生
理
用
品
の
学
校
ト
イ
レ
へ
の

常
備
に
当
た
っ
て
、
他
市
の
事
例
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
な
経
費
の
試

算
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

認
識
は
。

市
と
し
て
は
、
学
校
に
お
け
る

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
常
備
を
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

必
要
な
経
費
の
試
算
を
行
う
予
定
は

な
い
。

生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

▲おやこ包括支援センターでの相談の様子
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▲子ども将棋イベントでの日本将棋連盟会長 佐藤康光九段による指導対局の様子

城
山
公
園
交
差
点
信
号
機
の

右
折
信
号
の
設
置
に
つ
い
て

岩佐
議員

城
山
公
園
交
差
点
は
交
通
量
が

多
く
、
右
折
が
困
難
な
た
め
、
過
去

数
年
に
わ
た
り
交
通
事
故
の
危
険
が

絶
え
な
い
場
所
で
あ
る
。
今
後
ど
の

よ
う
な
要
望
を
し
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
市
と
し
て
の
安
全
対
策
は
。

引
き
続
き
多
摩
中
央
警
察
署
に

右
折
矢
印
信
号
機
の
設
置
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
交
通
違
反
の
取
り
締

ま
り
を
要
請
し
て
い
く
。

城
山
公
園
交
差
点
に
つ
い
て
、

向
陽
台
地
域
の
小
中
学
校
の
代
表
の

方
と
父
親
の
会
の
代
表
の
方
で
右
折

矢
印
信
号
機
の
設
置
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
し
た
。
実
際
に
警
察
と
の

意
見
交
換
で
出
た
内
容
と
し
て
、
看

板
の
設
置
以
外
に
も
、
ス
ピ
ー
ド
を

出
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
の
設
置
、
歩
道
か
ら
横
断
歩
道
を

渡
る
際
の
色
彩
で
の
注
意
喚
起
、
自

転
車
の
マ
ナ
ー
の
向
上
が
あ
っ
た
。

特
に
、
自
転
車
・
自
動
車
と
歩
行
者

を
分
け
る
こ
と
、
自
転
車
に
は
車
道

を
走
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
自
転
車

の
事
故
は
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い

か
、
効
果
的
な
対
策
と
し
て
自
転
車

が
道
路
を
走
る
よ
う
な
注
意
喚
起
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
、
こ
の

自
転
車
へ
の
対
策
の
取
り
組
み
は
。

自
転
車
交
通
の
整
序
化
に
よ
る

自
転
車
関
与
事
故
の
削
減
と
自
転
車

利
用
者
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
を

図
る
目
的
で
策
定
し
た
稲
城
市
自
転

車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
基
づ
き
、

自
転
車
が
車
道
を
走
行
す
る
よ
う
自

転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
な
ど
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
自
転
車
利
用
者
に

対
す
る
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

日
本
伝
統
文
化「
将
棋
」の
振
興
に
つ
い
て

梶浦
議員

市
民
文
化
祭
に
お
け
る
子
ど
も

将
棋
イ
ベ
ン
ト「
佐
藤
康
光
九
段
の

多
面
差
し
指
導
対
局
を
受
け
よ
う
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況

と
開
催
に
至
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

佐
藤
康
光
九
段
よ
り
、
市
内
将

棋
文
化
の
振
興
に
尽
力
い
た
だ
け
る

旨
、
申
出
い
た
だ
き
、
平
成
29
年
度

の
市
民
文
化
祭
で
佐
藤
康
光
九
段
に

よ
る
子
ど
も
た
ち
と
の
多
面
差
し
指

導
対
局
を
開
催
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
施
状
況
は
、
平
成
29

年
度
、
平
成
30
年
度
、
令
和
4
年
度

に
開
催
し
、
い
ず
れ
の
年
度
も
定
員

を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。

令
和
4
年
度
の
第
8
回
将
棋
サ

ミ
ッ
ト
に
市
も
参
加
し
た
が
、
ど
の

よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
か
。

今
年
度
は
、
将
棋
を
振
興
し
て

い
る
20
自
治
体
の
取
り
組
み
発
表
、

髙
野
六
段
に
よ
る
記
念
講
演
、
福
崎

九
段
、
糸
谷
八
段
、
中
村
七
段
と
、

将
棋
を
題
材
と
し
た
小
説「
り
ゅ
う

お
う
の
お
し
ご
と
！
」原
作
者
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
糸
谷
八
段
・
高

田
四
段
に
よ
る
記
念
席
上
対
局
な
ど

盛
況
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

佐
藤
九
段
と
市
の
縁
に
よ
る
、

将
棋
文
化
を
生
か
し
た
施
策
の
展
開

に
つ
い
て
。

市
民
文
化
祭
の
子
ど
も
将
棋
イ

ベ
ン
ト
は
毎
回
盛
況
で
あ
り
、
佐
藤

九
段
の
協
力
の
下
、
定
例
的
な
開
催

を
目
指
す
。
ま
た
、
市
内
の
将
棋
関

連
団
体
に
協
力
い
た
だ
き
、
将
棋
人

口
の
拡
大
や
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
り
、
一
層

の
将
棋
文
化
の
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
推
進
に
つ
い
て

村上
議員

市
民
か
ら
市
に
対
し
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
の
要
望
が
あ
っ
た
か
、

ま
た
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
が
子
供

の
健
康
に
寄
与
す
る
影
響
は
。

令
和
3
年
度
に
市
の
学
校
給
食

を
有
機
無
農
薬
食
材
に
す
る
会
か

ら
、要
望
を
い
た
だ
い
た
。影
響
は
、

摂
取
す
る
残
留
農
薬
が
少
な
い
こ
と

な
ど
が
言
わ
れ
る
が
、
効
果
は
明
確

に
把
握
し
て
い
な
い
。

保
育
園
で
新
鮮
・
安
心
な
市
内

産
農
産
物
を
給
食
に
活
用
す
る
に

は
、
小
中
学
校
の
給
食
と
同
様
に
、

東
京
南
農
協
や
経
済
課
の
役
割
が
大

き
い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

市
で
は
、
学
校
給
食
課
や
東
京

南
農
協
、
市
内
農
家
な
ど
で
年
2
回

ほ
ど
、
学
校
給
食
野
菜
に
関
す
る
情

報
交
換
会
を
行
っ
て
お
り
、
保
育
園

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
同

様
に
、
情
報
交
換
会
の
開
催
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

主
食
の
米
や
調
味
料
の
み
そ

に
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
や
無
農
薬
、
減

農
薬
な
ど
の
も
の
を
取
り
入
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
市
内
産
農
産
物
の
年

間
使
用
量
に
占
め
る
重
量
の
割
合
は
。

主
食
の
米
に
つ
い
て
は
、
公
益

財
団
法
人
東
京
都
学
校
給
食
会
と
契

約
し
て
お
り
、
毎
年
新
米
へ
の
切
替

え
お
よ
び
価
格
の
改
定
が
行
わ
れ
る

た
め
、
今
回
の
契
約
か
ら
農
薬
節
減

米
に
変
更
し
て
い
る
。
次
に
、
年
間

使
用
量
に
占
め
る
市
内
産
農
産
物
の

割
合
は
、
タ
マ
ネ
ギ
が
10
・
6
％
、

長
ネ
ギ
が
13
・
5
％
、
大
根
が
7
・

3
％
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
2
・
1
％
、

白
菜
が
3
・
5
％
、
ニ
ン
ニ
ク
が

14
・
1
％
、
ユ
ズ
、
梨
、
ブ
ド
ウ
は

い
ず
れ
も
100
％
で
あ
る
。

鈴木
議員

平
尾
自
治
会
館
か
ら
平
尾
小
学

校
通
り
と
の
丁
字
路
ま
で
の
道
幅
を

拡
幅
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

平
尾
団
地
の
将
来
ま
ち
づ
く
り

構
想
の
実
現
に
向
け
、
新
た
に
計
画

さ
れ
て
い
る
商
業
施
設
な
ど
に
よ
り

車
両
通
行
な
ど
の
増
加
が
考
え
ら
れ

る
た
め
、
道
路
の
拡
幅
整
備
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
道
路
拡
幅
は
、
平
尾
近
隣
公
園

の
樹
木
の
伐
採
が
必
要
と
な
り
、
そ

れ
に
対
す
る
反
対
が
想
定
さ
れ
る
。

団
地
の
決
定
主
体
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
用
途
地
域
指
定
、
建け

ん

蔽ぺ
い

率
・

容
積
率
を
変
更
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

用
途
地
域
な
ど
の
変
更
は
市
が

決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
用
途
地
域

な
ど
の
変
更
は
、
良
好
な
居
住
環
境

の
維
持
や
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
都
市
機
能
の
配

置
な
ど
を
考
慮
し
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
る
市
街
地
の

将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
内
容
と
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
単
な
る
平
尾

団
地
の
建
て
替
え
だ
け
で
は
用
途
地

域
な
ど
の
変
更
は
難
し
い
。

広
域
、
抜
本
的
な
解
決
策
が
必

要
で
あ
る
が
、
住
民
・
事
業
者
・
Ｊ

 

Ｋ 

Ｋ（
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
）を
含

め
た
話
し
合
い
を
お
願
い
し
た
い
が

い
か
が
か
。

ゆ
う
と
あ
い
平
尾
管
理
組
合
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
相
互
の
連
携

と
と
も
に
、
平
尾
地
区
全
体
が
協
力

し
合
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も

と
、
平
尾
団
地
の
将
来
ま
ち
づ
く
り

構
想
の
実
現
に
向
け
、
話
合
い
を
進

め
て
い
き
た
い
。

平
尾
団
地
の
今
後
に
つ
い
て

不
登
校
発
生
時
も
学
習
を
継
続

す
る
た
め
に
、
G 

I 

G 

A
ス
ク
ー
ル

端
末
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
有
効
だ
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員

会
の
考
え
方
と
、
各
学
校
に
お
け
る

取
り
組
み
状
況
は
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
へ
の
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
指
導
は
有
効
な
手

だ
て
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

各
学
校
で
は
、
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
お
よ
び
そ
の
保
護
者
と
相
談
の

上
、
児
童
・
生
徒
の
状
況
や
学
校
教

科
な
ど
の
実
情
に
応
じ
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
配
信
を
行
っ
て
い
る
。

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
継
続
し
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
開
始

ま
で
の
時
間
を
短
縮
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

不
登
校
の
実
情
か
ら
全
て
の
時

間
、
教
科
の
配
信
を
望
ま
な
い
場
合

も
あ
る
た
め
、
当
該
児
童
・
生
徒
お

よ
び
そ
の
保
護
者
と
学
校
と
が
相

談
・
確
認
を
行
い
、
必
要
な
支
援
を

適
切
か
つ
速
や
か
に
行
う
こ
と
は
大

切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
、
保
護
者
が
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
希
望
し
て
い
る
場
合

は
速
や
か
に
対
応
す
る
と
い
う
認
識

で
よ
い
の
か
。
各
学
校
で
は
、
希
望

す
る
全
て
の
児
童
・
生
徒
に
提
供
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
か
。

児
童
・
生
徒
の
状
況
な
ど
に
応

じ
て
、
可
能
な
範
囲
で
適
切
か
つ
速

や
か
に
行
う
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
措
置
と
し
て
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
環
境
は
整
っ
て
い
る
。

中田
議員

小
中
学
校
で
「
い
じ
め
」
が

発
生
し
た
時
の
対
応
に
つ
い
て
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「ネグレクト」…別名「育児放棄」「育児怠慢」などと呼ばれる児童虐待の一種。食事を与えない、

不潔にする、病気やケガをしても病院に連れて行かないなどの行動が該当する。

「事業スキーム」…本来、スキームとは計画・構想・枠組みという意味であり、事業スキームとは、

組織のもとで計画的に実行する計画という意味である。

「管
かん
渠
きょ
」…水路の総称。主に地中に埋設した上下水管や地表に出ている側溝のことを言う。

「ボックスカルバート」…地中に埋設される箱型のコンクリート構造物。主に道路、水道、通信線

などの収容など、様々な用途に使われる。

坂田
議員

特
別
支
援
教
室
の
指
導
の
成
果

と
課
題
は
。

個
別
指
導
や
小
集
団
の
指
導
に

よ
り
、発
達
障
害
な
ど
の
あ
る
児
童・

生
徒
が
学
習
上
ま
た
は
生
活
上
の
困

難
に
対
し
て
自
分
な
り
の
対
処
法
を

学
び
、
在
籍
学
級
で
有
意
義
な
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
課
題
は
、
年
々
対
象

と
な
る
児
童
・
生
徒
が
増
え
て
い
る

こ
と
、
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者

へ
の
発
達
障
害
な
ど
へ
の
一
層
の
理

解
・
啓
発
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。

自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援

学
級
の
設
置
に
関
す
る
市
の
認
識
は
。

現
在
、発
達
障
害
な
ど
の
児
童・

生
徒
に
対
し
て
は
、
市
内
全
て
の
小

中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
特
別
支

援
教
室「
す
ま
い
る
ル
ー
ム
」に
て
指

導・支
援
を
行
っ
て
い
る
。
自
閉
症・

情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
は
、
都
が

示
す
設
置
に
係
る
学
級
編
制
基
準
や

教
員
配
置
基
準
に
よ
り
、
一
部
の
教

科
の
教
員
し
か
配
置
で
き
な
い
と
い

う
課
題
も
あ
る
。
今
後
、
指
導
の
状

況
や
効
果
、
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特

別
支
援
学
級
に
つ
い
て
都
や
他
市
の

実
情
な
ど
を
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い

く
。

自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援

学
級
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て
の
課

題
は
。都

の
教
員
配
置
基
準
な
ど
に
よ

り
、
十
分
な
指
導
体
制
の
確
保
が
で

き
な
い
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
十
分
な

指
導
の
実
現
の
た
め
、
教
員
配
置
基

準
や
時
間
講
師
の
追
加
措
置
を
都
に

要
望
し
て
い
る
。

発
達
障
害
等
の
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

榎本
議員

民
有
地
の
落
書
き
で
も
、
市
と

し
て
把
握
は
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。民

有
地
お
よ
び
民
有
施
設
の
管

理
は
所
有
者
が
行
う
こ
と
が
基
本
と

考
え
る
。
落
書
き
の
放
置
は
新
た
な

落
書
き
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

た
め
、
被
害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
警
察
署
に
被
害
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。今
後
、

落
書
き
の
被
害
が
増
え
て
い
る
実
態

を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
状
況
に
応

じ
て
多
摩
中
央
警
察
署
に
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
な
ど
を
要
請
す
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
落
書
き
を
消

し
た
り
、
壁
画
を
描
い
た
り
、
塗
料

な
ど
も
専
門
業
者
か
ら
の
助
言
・
支

援
を
受
け
る
な
ど
、
行
政
・
市
民
・

事
業
者
が
連
携
し
て
対
策
を
行
う
こ

と
も
可
能
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

民
有
地
お
よ
び
民
有
施
設
の
管

理
は
、
所
有
者
が
行
う
こ
と
が
基
本

だ
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
可
能
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

厚
木
市
な
ど
が
実
施
す
る
落
書

き
に
対
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
一

つ
の
方
法
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

落
書
き
は
、
刑
法
な
ど
で
処
罰

対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
犯
罪
行

為
で
あ
る
た
め
、
落
書
き
を
禁
止
す

る
新
た
な
条
例
の
制
定
な
ど
は
予
定

し
て
い
な
い
。
引
き
続
き
市
内
全
域

で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
広

報
な
ど
を
通
じ
、
迷
惑
行
為
や
犯
罪

防
止
の
た
め
の
啓
発
な
ど
に
努
め
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

市
内
の
落
書
き
対
策
に
つ
い
て

佐藤
議員

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
給
食
の

献
立
に
つ
い
て
詳
し
く
分
か
り
や
す

く
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
の

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
に
見
て
い
た

だ
き
た
い
。
周
知
に
は
さ
ら
な
る
工

夫
が
必
要
と
思
う
が
、市
の
考
え
は
。

簡
単
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
献

立
表
に
掲
載
す
る
な
ど
の
工
夫
を

し
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る
。

食
事
に
お
い
て
、
食
品
や
食
事

を
自
ら
考
え
て
選
択
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
、
健
康
的
な
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
食
育

の
重
要
な
目
的
の
一
つ
と
考
え
る

が
、
認
識
は
。

児
童
・
生
徒
が
食
品
や
食
材
を

自
ら
考
え
て
選
択
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
は
、
食
育
の
充
実
を
図

る
観
点
か
ら
、大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

小
学
校
で
は
、
食
品
の
栄
養
的
な
特

徴
、
料
理
や
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て

取
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
学

び
、
中
学
校
で
は
、
健
康
に
よ
い
食

習
慣
に
つ
い
て
考
え
、
工
夫
す
る
こ

と
や
、
必
要
な
栄
養
量
を
満
た
す
1

日
分
の
献
立
作
成
方
法
な
ど
を
学
ん

で
い
る
。

授
業
で
の
学
習
を
踏
ま
え
、
献

立
づ
く
り
な
ど
の
実
習
を
市
内
の
学

校
で
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

食
事
の
献
立
づ
く
り
な
ど
に
関

す
る
学
習
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で

は
、
1
食
分
の
献
立
に
つ
い
て
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
工
夫
す
る
こ

と
な
ど
を
学
び
、
中
学
校
で
は
、
中

学
生
の
1
日
分
の
献
立
に
つ
い
て
考

え
、
工
夫
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
。

学
校
給
食
を
通
じ
た
食
事
へ

の
関
心
の
向
上
に
つ
い
て

北浜
議員

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査

の
具
体
的
な
内
容
は
。

事
業
発
案
段
階
や
事
業
化
段
階

で
、
事
業
内
容
や
事
業
ス
キ
ー
ム
な

ど
に
関
し
て
直
接
対
話
に
よ
り
民
間

事
業
者
の
意
見
や
新
た
な
提
案
の
把

握
な
ど
を
行
い
、
対
象
事
業
の
検
討

を
進
展
さ
せ
る
た
め
の
情
報
収
集
を

目
的
と
し
た
手
法
で
あ
る
。
今
回
、

市
で
実
施
す
る
体
育
施
設
お
よ
び
公

園
の
指
定
管
理
業
務
に
関
す
る
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
で
は
、
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
説
明
会
、

現
地
見
学
会
の
後
に
事
業
者
と
の
個

別
対
話
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
を
取

り
入
れ
た
目
的
は
。

事
業
内
容
や
事
業
ス
キ
ー
ム
な

ど
に
つ
い
て
、
事
前
に
事
業
者
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
様
々
な
角
度
か
ら

現
状
の
仕
様
の
再
検
討
が
可
能
と
な

り
、
市
立
公
園
と
体
育
施
設
の
利
用

者
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
導
入
し
た
。

公
募
に
向
け
て
管
理
基
準
書
を

作
成
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
管
理
基
準
書
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て

い
く
の
か
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
個
別
対
話

に
お
い
て
、
新
し
い
事
業
の
ア
イ
デ

ィ
ア
の
ほ
か
、
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
や
市
内
事
業
者
の
活
用
な
ど
、

様
々
な
テ
ー
マ
を
事
前
に
例
示
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
意
見
を

聞
く
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意
見

の
中
か
ら
、
市
の
現
状
に
合
っ
た
、

利
用
者
の
満
足
度
向
上
に
資
す
る
提

案
を
管
理
基
準
書
に
反
映
し
て
い
く
。

市
立
公
園
と
体
育
施
設
の

指
定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

川村
議員

空
き
家
な
ど
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い
、

市
に
お
け
る
空
き
家
・
空
き
店
舗
の

状
況
は
。

市
内
の
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

空
き
家
な
ど
の
件
数
や
所
有
者
の
意

向
の
把
握
を
目
的
に
、
自
治
会
へ
の

聞
き
取
り
、
市
民
か
ら
い
た
だ
い
た

問
い
合
わ
せ
の
内
容
、
ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
状
況
な

ど
に
基
づ
き
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
や
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
空
き
室
を
除

い
た
住
宅
を
対
象
と
し
た
市
独
自
の

調
査
と
し
て
、
職
員
に
よ
る
稲
城
市

空
き
家
等
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
11
月
1
日
現
在
で
は
95
件
の
空

き
家
が
あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
空
い

て
い
る
店
舗
は
あ
る
が
、
こ
の
法
律

で
定
義
す
る
特
定
空
き
家
に
該
当
す

る
も
の
は
な
い
。

法
律
と
は
別
の
商
業
振
興
の
観

点
か
ら
、
純
粋
な
空
き
店
舗
に
つ
い

て
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

商
業
振
興
の
観
点
に
お
け
る
空

き
店
舗
の
状
況
は
、
把
握
し
て
い
な

い
。

空
き
店
舗
を
把
握
し
、
市
内
に

新
規
参
入
を
考
え
て
い
る
方
へ
情
報

提
供
す
る
こ
と
で
商
業
振
興
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

空
き
店
舗
の
把
握
や
情
報
提
供

は
、
現
在
、
民
間
の
仲
介
事
業
者
な

ど
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
市
で
は
、
店
舗
の
新
規

参
入
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
は
民
間

企
業
の
経
営
判
断
や
地
権
者
の
意
向

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
稲
城
市
商
工
会
と
の

情
報
連
携
は
、
引
き
続
き
実
施
し
て

い
き
た
い
。

空
き
家
・
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

地
方
創
生
の
推
進
に
つ
い
て

▲地産食材を使った給食献立（給食）

稲城市産高尾ぶどう

牛乳

白米

コールスローサラダ豆と豚肉の煮込み
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市
を
回
遊
す
る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
事
業
が
実
現
す
る
な
ど
自
転
車
の

ま
ち
稲
城
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る

が
状
況
に
つ
い
て
は
。

事
業
運
営
者
で
あ
るO

pen
Street

株
式
会
社
な
ど
と
連
携
し
、

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
た
場
合
の
採
算
性
な
ど
を
考

慮
の
上
、
公
有
地
や
民
有
地
に
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。ま
た
、

9
月
15
日
に
は
、
JR
南
武
線
南
多
摩

駅
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
な

ど
、
10
月
末
現
在
、
市
内
で
合
計
39

か
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
が
完
了

し
て
い
る
。
市
内
外
を
回
遊
し
て
い

た
だ
く
手
段
と
し
て
、
今
後
も
自
転

車
の
ま
ち
稲
城
の
推
進
に
努
め
て
い

く
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

利
便
性
や
回
遊
性
の
さ
ら
な
る

向
上
を
図
る
べ
く
、
引
き
続
き
事
業

運
営
者
や
関
係
部
署
な
ど
と
連
携

し
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
に
努
め

る
。
特
に
要
望
も
多
い
京
王
相
模
原

線
稲
城
駅
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
な
る
協
議
を
重
ね
、
早
急
な
設

置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
か
ら
要
望
の
多
い
新
し
い

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
既
存
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
ラ
ッ
ク
数
の
増
設
に

つ
い
て
、
特
に
長
峰
地
区
の
ラ
ッ
ク

の
増
設
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

長
峰
地
区
を
含
む
市
内
の
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
し

い
場
所
へ
の
設
置
や
ラ
ッ
ク
の
増
設

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
採

算
性
、
ラ
ッ
ク
の
設
置
方
法
な
ど
を

考
慮
の
上
、
引
き
続
き
事
業
運
営
者

な
ど
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

議会の豆知識

令和5年稲城市
二十歳の式典実行委員の表敬訪問

（令和4年11月8日）

南多摩市議会議長会　議長視察研修
（令和4年11月11日）

第54回稲城市民文化祭ステージ部門
（令和4年11月20日）

一般質問とは、議員が議案とは関係なく市長に対し、福祉や教育、インフラなど市が行うさまざまな事業についての現況、問題点、
将来の方針について幅広く質問することです。
一般質問は、市民の代表である市議会議員が市の考え方をチェックし、市民の思いや要望を市民サービスに反映させる大切な役割を
果たしています。

矢
野
口
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
地
内
で
の
旧
ス
ー
パ
ー
堤
防
C

工
区
と
そ
の
南
側
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
水
防
拠
点

の
整
備
に
伴
う
換
地
変
更
に
つ
い

て
、
地
域
と
検
討
を
重
ね
、
全
て
の

対
象
権
利
者
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
た

た
め
、
今
後
、
建
物
移
転
お
よ
び
工

事
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。
ま
た
、

南
側
に
つ
い
て
は
、
旧
ス
ー
パ
ー
堤

防
Ｃ
工
区
を
整
備
す
る
上
で
大
き
く

影
響
を
受
け
る
た
め
、
一
体
的
な
整

備
も
含
め
、
検
討
す
る
。

根
方
谷
戸
川
の
整
備
概
要
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ま
た
、
読
売
ラ
ン
ド

線
の
渋
滞
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

根
方
谷
戸
川
の
整
備
は
、
本
年

度
よ
り
移
設
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、
多
7
・
4
・
5
号
東
長
沼
矢
野

口
線
と
多
3
・
4
・
12
号
読
売
ラ
ン

ド
線
の
交
差
点
付
近
に
あ
る
3 -  

2

号
調
整
池
か
ら
読
売
V
通
り
交
差
点

ま
で
の
区
間
に
お
い
て
、
管か

ん

渠き
ょ

を
埋

設
し
て
い
る
。
ま
た
、
読
売
V
通
り

交
差
点
か
ら
稲
城
市
消
防
団
第
一
分

団
詰
所
前
ま
で
の
区
間
は
、
令
和
5

年
度
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
を
埋

設
し
、
根
方
谷
戸
川
の
移
設
工
事
を

完
了
さ
せ
る
予
定
と
し
、
南
山
東
部

土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
で
は
、

多
3
・
4
・
12
号
読
売
ラ
ン
ド
線
の

整
備
に
併
せ
、
関
係
す
る
道
路
を
接

続
す
る
な
ど
の
整
備
も
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
都
市
計
画
道
路
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
榎
戸

交
差
点
に
集
中
し
て
い
た
車
両
が
分

散
さ
れ
、
車
両
通
行
の
緩
和
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

角田
議員

榎
戸
土
地
区
画
整
理
事
業
を

は
じ
め
と
し
た
矢
野
口
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
の

拡
充
に
つ
い
て

つのじ
議員

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
6
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

物
価
上
昇
は
14
か
月
連
続
、
食

料
品
・
光
熱
費
な
ど
、
消
費
者
に
身

近
な
分
野
で
負
担
が
増
し
て
い
る
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
暮
ら
し
と
家
計

は
ま
す
ま
す
大
変
な
状
況
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
現
在
の

物
価
高
が
市
民
の
生
活
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
、
市
長
と
し
て
の
認
識

は
。

現
在
の
急
激
な
物
価
変
動
は
、

市
民
生
活
に
一
定
の
影
響
が
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
は
物
価
高
か
ら
暮

ら
し
と
家
計
を
支
え
る
た
め
に
、
消

費
税
の
減
税
、
賃
金
の
底
上
げ
、
医

療
や
教
育
の
負
担
軽
減
を
求
め
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
対
策
を
国
に
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市

長
の
認
識
は
。

直
近
の
物
価
変
動
に
関
し
て

は
、
国
は
予
備
費
や
補
正
予
算
を
活

用
し
て
対
策
を
取
っ
て
お
り
、
企
業

に
も
賃
上
げ
を
要
請
し
て
い
る
。

我
々
市
長
の
立
場
で
も
全
国
市
長
会

を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
稲
城
市
議
団
は
、

物
価
高
の
中
で
市
民
の
暮
ら
し
と
子

育
て
を
守
る
た
め
に
、
ご
み
袋
代
の

値
下
げ
、
学
校
給
食
費
ゼ
ロ
、
高
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
ゼ
ロ（
所
得
制

限
な
し
）を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
、
市
長

の
認
識
は
。

昨
今
の
物
価
高
に
関
す
る
施
策

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
今
議
会
で
も

補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
る
よ
う

に
、
市
と
し
て
は
必
要
な
時
期
に
必

要
な
施
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

山岸
議員

物
価
高
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
と

子
育
て
を
守
る
市
長
の
認
識
に
つ
い
て

▲市内に設置されているシェアサイクル

多摩航空センターにて

実行委員長をはじめ3名の実行委員が
表敬訪問されました。

3年ぶりの開催を祝して市議会を代表し
祝辞を述べました。

多摩航空センター（立川市）と東京たま
未来メッセ（八王子市）を視察しました。
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令和４年第４回定例会での審議結果
（令和4年11月28日～12月16日）

議
　
決
　
結
　
果

新政会 公明党 日本
共産党 市民クラブ 起風会 改革稲

城の会
無
所
属

賛
　
　
成

反
　
　
対

北
浜
け
ん
い
ち

中

山

賢

二

坂
田
た
け
ふ
み

池

田

英

司

角

田

政

信

川

村

あ

や

梶

浦

み

さ

こ

市

瀬

ひ

さ

子

つ

の

じ

寛

美

佐

藤

し

ん

じ

岡

田

ま

な

ぶ

田

島

き

く

子

山

岸

太

一

い
そ
む
ら
あ
き
こ

村

上

洋

子

武
田
ま
さ
ひ
と

中

田

中

鈴

木

誠

岩
佐
ゆ
き
ひ
ろ

榎

本

久

春

渡

辺

力

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

条　　例

第47号 稲城市個人情報保護法施行条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 17 3

第48号 稲城市おやこ包括支援センター条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第49号 稲城市組織条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第50号 稲城市議会議員及び稲城市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第51号 職員の定年の引上げ等に伴う関係条例の整備に関する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第52号 稲城市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第53号 稲城市市税条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第54号 稲城市立児童館設置条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第55号 稲城市学童クラブ設置条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第56号 稲城市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第57号 稲城市立病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

補正予算

第58号 令和4年度東京都稲城市一般会計補正予算（第6号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第59号 令和4年度東京都稲城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第60号 令和4年度東京都稲城市土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第61号 令和4年度東京都稲城市下水道事業会計補正予算（第1号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

そ の 他

第62号 稲城市道路線の廃止について（稲城小田良土地区画整理事業関係・32路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第63号 稲城市道路線の認定について（稲城小田良土地区画整理事業関係・2路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第64号 稲城市道路線の認定について（坂浜における民間宅地開発関係・1路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第65号 稲城市道路線の変更について（稲城南山東部土地区画整理事業関係・1路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第66号 稲城市道路線の認定について（稲城南山東部土地区画整理事業関係・1路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

第67号 稲城市道路線の廃止について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 20 0

〈稲城市議会議員　 条例定数　22人　現員　21人〉

アプリを下のＱＲコードから読み取りダウンロードし、登録
いただくと発行日に自動配信されます。
令和４年５月15日からのバックナンバーもご覧いただけま

す。ぜひご利用ください。
詳しい利用方法は市ホームページ
の「広報いなぎ」のページをご覧く
ださい。
※ 「マチイロ」は（株）ジチタイワークスが運営するスマ
ートフォン・タブレット端末向けの無料アプリです。

市議会では、活字版のいなぎ市議会
だよりを読むことが困難な方や視覚
障害をお持ちの方などに市議会の情
報をお伝えするために、点字版およ
び声（デイジー版）のいなぎ市議会だ
よりを発行し、お届けしております。

ご希望される方は、議会事務局まで
お知らせください。

 アプリで配信はじめました！
点字と声の議会だより

お知らせ
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議会だよりをもっと身近に！

Android版 iOS版
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